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統
計
に
於
け
る
二
重
計
算

l品l

却t

~，!j 

文

統
制
に
於
て
、
剖
脊
即
位
ど
一
世
に
副
竹
押
さ
れ
る
事
が
少
な
〈
た

い
ロ
乙
山
ニ
揃
計
算

K
M別
す
可
金
也
内

ι
‘
川
一
山
田
創
部
を
首
脳
止
私

人
と
U
F

削
配
す
る
が
加

eニ
前
制
咋
又
日
平
行
削
慌
が
あ
り
、
ま
た
川

一
割
邸
を
制
別
の
二
人
に
つ
い
て
机
川
す
る
二
前
一
肌
川
が
あ
る
。
と
れ

作
品
却
は
統
計
制
古
川
正

L
亡
正
仰
の
も
の

C
あ
る
が
、
二
航
計
算
に
亜
つ
て

は
、
そ
の
柏
山
本
は
鼠
杭
を
峡
る
も
ゆ
て
あ
る
o

N
一Nor
駄
投
は
、
こ
内

ニ
川
副
算
に
五
つ
の
場
合
が
あ
る
弘
一
、
け
っ
て
b
る
。
瓢
目
、
こ
の
間

闘
に
刷

L
C
最
近
に
議
代
せ
る
他
山
前
文

:
U
O官
官

E互
に
口
町
何
回
二
ヨ

品

耳

目

E
n
E
F
(
E
-凹
2
M
Z
d
m
m
印

znMER-丙
f宵
o
r
F
a
E
E
'

内
枇
崎
を
制
介
す
る
事
・
と
す
る
。

円由
N
U
1
)

統
計
制
査
に
際
し
て
、
側
々

ω
刺
殺
耶
伎
を
決
勺

τ

二
重
に
剖
算
す
る
市
が
あ
る
。
そ
こ
で
、
第
一
の
場
合

は
・
調
査
渇
説
正
し

τの
二
重
剖
鉾
で
あ
る
。
閥
勢
訓
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査
り
場
合
に
、
調
査
日
に
、
族
行
な
ど
で
、
臨
時
に
そ

の
住
居
地
外
に
ぬ
る
人
々
は
、
麗
々
滞
在
地
に
於
T
も

亦
住
居
地
に
於
て
も
計
算
さ
れ
る
事
が
ゐ
品
。
こ
の
調

査
池
波
ど
し
て
の
こ
重
計
舗
は
、
い
と
れ
程
的
科
度
で
行

は
れ
る
も
の
で
あ
る
か
は
、
多
〈
の
場
合
、
制
ら
な
い

の
で
あ
る
。
ま
た
輪
出
入
貨
物
を
、
船
か
ら
舶
へ
積
み

替
へ
の
場
合
。
統
計
制
査
仁
在
っ
て
も
、
こ
の
「
二
重

記
録
〕
を
防
止
す
る
目
的
か
ら
特
別
規
定
が
設
け
ら
れ

る
が
、
ぞ
れ
で
も
二
重
計
算
に
陥
る
危
険
が
あ
る
。

異
質
の
乗
車
人
員
数
で
は
な
〈
、
錨
道
常
利
用
せ
る
事

件
数
を
示
す
も
の
に
外
な
ら
な
い
。
-
』
の
場
合
に
は
調

査
遇
制
時
は
少
し
も
な
〈
、
主
確
な
る
調
賓
が
行
は
れ
て

ゐ
る
。
宵
際
に
計
上
さ
れ
た
調
査
寧
伎
は
、
勿
論
、
「
事

件
」
ご
し
て
は
二
重
に
計
算
さ
れ
て
ゐ
な
い
、
貝
に
そ
の

「
事
件
」
を
惹
き
超
ぜ
る
人
に
闘
し
て
の
み
「
二
重
計
算
」

に
な
る
の
で
あ
る
o

新
〈
の
如
主
人

ω
二
重
計
算
は
ど

れ
程
的
耗
皮
に
行
は
れ
て
ゐ
る
か
は
、
会
〈
判
ら
な

、。

ニ

寸

事

件

」

数

h
r
r
同
「
人
員
」
数
を
求
め

ι場
合
に
、
往
々

第
二
の
二
重
計
算
は
・
調
査
地
設
に
基
く
も
の
で
は
二
重
計
算
的
問
題
が
起
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
貼
に
就

な
く
、
調
査
そ
の
も
の
は
正
確
に
行
は

μτ
ゐ
る
の
で
一

ντ
は
飢
に

N
E
m
r
殺
授
は
、
禁
若
の
E
E
E
E
斥円

あ
る
が
、
そ
の
訓
査
山
本
質
上
、
辛
れ
仁
作
っ
て
生
中
一
日
E
t
a
H
F
(
N
'
〉
ロ
戸
肋
-mHM
曲

H
-
=
o
及
び
=
勺
¥
=
∞
)

名
所
り
も
の
で
あ
る
。
例
へ
ば
鍬
道
で
後
一
行
す
る
乗
車
一
の
中
に
も
論
じ
て
ゐ
る
。
し
か

L
本
論
文
で
は
よ
の
外

安
を
計
算
し
て
、
前
年
中
に
、
「
鍬
道
を
利
則
し
た
人
員
一
に
も
重
要
な
生
三
百
問
題
を
論
じ
て
ゐ
る
か
ら
、
そ

敷
」
hr
求
め
る
。
勿
論
、
こ
の
場
合
、
前
年
中
、
餓
道
を
一
れ
を
紹
介
す
る
。

再
三
利
用
し
た
人
は
・
そ
れ
に
臨
時
じ
て
何
凶
も
計
算
さ
一
一
定
期
間
内
に
俄
道
(
戒
は
芸

ω
他
虫
食
州
機
関
)
を

れ
て
ゐ
る
、
ぞ
れ
故
に
こ
の
数
字
は
、
延
乗
車
人
員
数
一
利
用
す
る
人
員

ω統
計
調
査
、
槻
劇
者
数
及
び
音
楽
品
目

で
ゐ
う
て
、
異
質

ω乗
車
人
員
数
ご
は
一
致
し
な
い
。
の
帥
山
集
敷
内
統
計
調
査
、
放
行
者
疾
病
頻
繁
卒
、
犯

こ
の
統
計
数
千
は
、
鋪
道
を
一
一
同
又
は
欽
凶
刺
朋
せ
る
罪
頻
繁
率
又
は
救
貧
率
の
統
計
調
査
に
於
て
、
同
一
人

離

統

計

に

於

け

る

ニ

益

計

算

第
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雑

録

統
計
に
掛
け
る
こ
京
計
算

第
二
十
四
巻

一O
λ
0

第
六
批

J、

が
、
川
聞
の
経
過
中
に
反
磁
せ
る
行
柏
崎
を
蒐
集
す
る
事
ご
を
替
業
己
す
る
も
の
が
あ
る
。
斯
く
の
如
き
場
合
に

は
稀
で
な
い
。
一
定
的
期
間
内
に
は
、
同
一
人
は
幾
回
も
、
「
事
件
」
歎
を
調
査
す
る
場
合
に
、
「
二
重
計
算
」
が

も
策
事
件
付
ぞ
貿
ひ
、
屡
々
芝
居
に
行
為
c

、
何
回
も
族
行
一
行
は
れ
、
異
質
の
人
員
数
又
は
謝
奇
車
位
歎
を
知
る
事

し
、
疾
病
、
犯
罪
等
も
繰
h
返
す
も

ω
で
あ
る
。
普
一
は
困
難
で
あ
る
。

遇
、
あ
る
期
聞
の
統
計
調
宜
で
は
、
大
紙
.
一
ヶ
年
又
一
次
に
詩
保
険
曾
一
肢
の
保
険
に
加
入
し
て
ゐ
る
人
民
を

は
一
ヶ
月
の
事
件
を
-
絡
に
す
る
、
そ
し
て
そ
の
場
合
一
調
査
し
て
、
之
を
相
加
へ
る
場
合
に
、
こ
れ
は
保
険
加

に
は
、
多
〈
は
只
に
「
事
件
」
の
み
を
数
へ

τ、
そ
の
事
一
入
件
数
で
あ
っ
て
、
異
質

ω保
険
加
入
者
数
で
は
な

件
仁
幾
同
も
千
興
し
て
ゐ
る
人
員
を
、
「
一
蚕
計
算
」
す
一
ぃ
、
何
故
な
ら
ば
一
人
の
被
保
険
者
は
、
同
一
曾
枇

る
し
か
し
あ
る
統
計
材
料
で
は
、
繰
10
一辺
L
同
じ
柿
一
で
、
又
は
別
の
曾
此
で
、
数
一
州
の
保
険
を
契
約
す
る
事

類
の
「
事
件
」
に
干
興
し
て
ゐ
る
人
員
数
を
知
土
得
る
一
が
出
来
る
か
ら
で
あ
る
。

が
、
-
-
れ
に
は
大
な
る
労
力
を
必
要
正
す
る
斜
め
に
、
只
に
車
に
「
事
件
」
数
を
調
査
す
る
に
過
ぎ
な
い
斜
め

そ

ω調
査
を
断
念
し
て
ゐ
る
場
合
も
あ
る
U

特
別

ω帳
一
に
.
上
越

ω如
き
三
州
の
「
二
重
計
算
」
が
起
る
事
が
あ

簿
記
入
方
法
に
よ
っ
て
、
「
事
件
」
数
ご
そ
れ
に
干
刷
用
L
一
る
が
、
こ
の
謀
れ
る
数
字
に
越
は
き
れ
な
い
柏
崎
め
に

て
ゐ
る
「
人
員
」
欽
ピ
を
岡
山
川
に
知
り
得
る
も
の
が
あ
は
、
そ
の
数
字
の
本
質
を
卜
分
に
了
解
す
る
必
要
が
あ

る
o

例
へ
ば
疾
病
統
計
ピ
か
救
貧
統
計
ど
か
が
・
』
れ
で
一
る
O

そ
の
「
事
件
」
仁
千
興

Lτ
ゐ
る
「
人
員
」
数
は
1

事

ゐ

る

。

一

一

件

」

数

か

ら

は

決

[

て

判

ら

な

ν
、
斯
〈
の
如
き
統
計
材

次
に
一
人
で
同
時
に
多
数
の
職
業
を
有
っ
て
唐
り
、
一
料
そ
の
も
の
か
ら
、
「
二
重
計
算
し
が
、
事
賞
、
存
在
し

ま
た
一
級
獲
が
多
く
の
管
業
科
目
を
布
っ
て
ゐ
る
事
が
一
て
ゐ
る
か
ど
う
か
、
存
在
し
て
ゐ
る
正
す
れ
ば
.
ど
れ

あ
る
。
例
へ
ば
一
人
で
農
業
ご
商
業

F
伊
」
職
業
正
す
る
程

ω粍
度
り
も
の
か
は
知
る
事
が
出
来
な
い
o

術
ほ
、

も
の
が
あ
h
、
一
保
険
曾
耐
で
梅
上
保
険
ご
火
災
保
険
こ
の
他
仁
、
例
へ
ば
「
犯
罪
事
件
」

ω柑
加
は
必
ら
や
'L

. '..-1 



も
そ
の
犯
罪
を
犯
す
人
員
の
増
加
ご
は
な
ら
な
い
の
で
事
件
数

ω方
が
少
な
い
事
例
が
あ
る
。
例
へ
ば
結
婚
件

ゐ
つ

τ、
寧
土
則
正
岡
放
の
犯
罪
人
一
炉
、
一
一
盾
腿
ヶ
犯
数
よ
り
も
結
婚
人
員
数
り
方
が
多
〈
、
ま
た
出
産
件
数

罪
を
重
ね
た
結
川
端
で
あ
る
ご
見
る
方
が
妥
嘗
的
場
合
が
一
よ
り
も
出
産
児
数

ω方
が
多
に
ご
云
ふ
の
は
後
生
児

あ
る
事
に
注
意

L
な
げ
れ
ば
な
ら
な
い
。
一
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
一
つ
の
知
を
二
人
以
上
で
犯
J

そ
れ
故
に
「
事
件
」
に
閲
ず
る
統
計
調
査
は
.
只
に
あ
一
引
が
あ
る
か
ら
、
犯
罪
件
数
よ
b
も
犯
罪
人
数

ω方
が

る
燦
件
附
き
で
、
そ
の
意
義
を
認
め
得
る
に
過
ぎ
な
一
多
い
。
凡

τ
噌
』
れ
等
り
場
合
に
は
、
斗
の
場
合
に
於
け
る

い
。
そ
し
1
併
に
述
べ
た
が
如
(
、
ニ
の
異
質
的
人
員
二
が
知
〈
、
「
事
件
」
数
を
調
査
す
る
斜
め
に
、
「
人
員
」
は

放
を
正
確
に
創
る
泊
中
は
不
可
能
の
場
合
が
往
々
あ
る
。
一
一
」
単
に
計
算
さ
れ
る
ご
言
ふ
事
は
な
い

ω
で
あ
っ
て
、

池
常
な
準
備
が
あ
る
場
合
で
も
械
め
て
闘
雛
で
あ
る
o

一
寧
ろ
そ
れ
に
干
典
し

τ
ゐ
る
人
員
を
調
査
す
る
場
合

卒
、
「
事
件
l

数
ぜ
「
人
員
」
蚊
ご
を
問
時
に
知
る
一
耕
一
炉
出
一
に
、
そ
の
事
件
は
二
重
に
計
算
さ
れ
る
引
に
な
る

O
L

来
る
な
ら
ば
.
そ
こ
で
、
間
値
ゐ
る
純
々
な
る
比
峻
研
一
か

L
ニ
、
で
述
ぺ
た
が
納
言
統
計
調
査
に
在
つ

τは、

究
が
出
来
る
。
例
へ
ば
疾
病
統
計
に
依
っ
て
、
確
病
頻
一
人
員
数
正
事
件
数
£
が
、
大
抵
、
判
っ
て
ゐ
る
U

繁
卒

ω外
に
、
組
疾
病
保
険
組
合
員
ご
栴
病
者
ご
の
割
一
回

合
を
算
出
す
る
事
も
出
来
れ
ば
、
疾
病
日
数
も
そ
の
組
-
単
一
に

L
て
簡
単
な
る
統
計
比
絞
り
棟
準
を
得
る
魚

介
民
じ
つ
い
て
の
み
な
ら
十
厩
病
者
γ

い
つ
い
て
も
計
算
一
め
に
、
部
分
的
に
同
じ
調
査
単
一
を
有
っ
て
ゐ
る
多
〈

す
る
事
が
出
来
る
o

一
の
統
計
材
料
が
一
緒
に
合
さ
れ
て
ゐ
る
場
合
に
、
四
の

三

一

一

一

重

計

算

が

現

は

れ

る

o

諸
国
会
般
的
外
岡
貿
易
量
を

上
越

ω諸
例
で
は
そ
れ
に
干
奥
し

τゐ
る
人
員
数
よ
一
相
加
へ
て
、
世
界
貿
易
量
全
算
出
す
る
な
ら
ば
、
各
商

ち
も
事
件
数
の
方
が
多
い
の
で
あ
る
。

L
か
阜
に
こ
れ
品
少
な
〈
ご
も
二
度
計
算
さ
れ
る
事
に
な
る
。
ま
た

Z
は
反
謝
仁
、
そ
れ
仁
子
興
し
て
ゐ
る
人
員
数
よ
句
も
諸
都
市
の
放
行
者
数
を
相
加
へ
る
な
ら
ば
、
勿
論
、
旅

弾

一

三

丸

錨

統
計
に
世
け
る
二
重
計
算

第
二
十
四
巷

一Cλ

第
六
掛
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雑

体

統
計
に
於
け
る
二
重
計
算

行
者
は
何
れ
も
一
人
で
幾
多

ω都
市
を
族
行
す
る
か

ら
‘
各
族
行
者
は
二
重
に
計
算
3
れ
る
事
に
な
る
ω

亙

経
済
統
計
で
は
経
済
現
象
仁
基
い
て
.
そ
の
経
済

的
性
質
宏
、
正
確
に
、
統
計
的
に
理
解
し
ょ
・
ヌ
ざ
す

る
o
L
か
L
二
重
計
算

ω結
果
は
、
経
憐
現
象
的
黒

ω

性
質
を
誤
解
苫
ぜ
る
危
険
が
ゐ
る
。
そ
-
-
で
例
へ
ば
工

業
生
産
統
計
に
於
て
は
、
ロ
ハ
ピ
簡
単
に
生
産
物
の
伺
備

を
訓
査
す
る
や
う
な
事
は
し
ー
は
な
ら
な
い
の
で
あ

る
‘
凪
T

ろ
加
工
せ
る
材
料
に
附
加
せ
ら
れ
た
る
「
倒
倣

増
加
L

を
調
査
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
者
1
設
工
業

に
於
り
る
生
産
物
の
偲
伯
合
調
査

L
、
そ
し
て
其
の
図

に
於
り
る
工
業
生
産
物

ω線
価
問
仙
慨
を
知
る
刷
局
め
に
、
ぞ

れ
等
的
煩
倣
を
相
加
へ
る
な
ら
ば
、
一
工
業
千
製
作
せ

る
生
産
品
的
樹
値
正
、
そ
れ
を
一
見
に
加
工
せ
る
生
産
品

の
倒
侃
ど
を
二
重
に
計
算
す
る
事
に
な
る
で
あ
ら
う
。

一
経
済
現
象

ω概
念
を
如
何
に
構
成
す
可
き
か
は
極

め
て
困
難
な
問
題
で
あ
っ
て
、
-
}
の
勅
に
闘
し
て
は
統

計
家
の
見
僻
に
も
腿
々
勘
掠
が
ゐ
っ
た
o
例
へ
ば
宮
内
2
・

3
昆
戸
は
、
異
質

ω生
庫
伺
値
h
f
知
る
錦
め
に
は
、
生

第
二
十
四
巻

C 
λ 

第
六
挽

pq 
o 

産
品
の
債
依
か
ら
そ
れ
に
使
用
せ
る
材
料
t
機
械
的
使

用
料
等
を
控
除

τ可
き
事
を
提
言
し
て
ゐ
る
、
正
一
五
ふ

の
は
若
し
そ
れ
を
し
な
げ
れ
ば
、
生
産
口
聞
の
調
品
川
は
ニ

首
一
計
算
に
な
る
か
ら
で
ゐ
る
。
ま
た
闘
民
所
得
を
計
算

す
る
場
合
に
は
、
普
通
、
二
重
計
算
を
避
り
る
矯
め
に
、

凡
剛
る
所
得
を
計
算
に
入
れ
伝
レ
で
、
そ
の
中

ω何
れ

か
を
控
除
す
る
。
例
へ
ば
国
民
所
符

ω
調
査
仁
於

τ、

株
式
品
目
枇
的
所
得
セ
調
査
す
れ
ば
、
株
式
令
枇
り
所
得

の
中
か
ら
配
常
せ
ら
れ
る
株
主
の
印
刷
得
は
控
除
す
る
、

若
し
ニ
れ
を
一
緒
仁
計
算
す
る
な
ら
ば
二
重
計
算
に
な

る

rら
う
。
旧
ぞ
HRug--
は
.
年
収
工
陶
磁
り
地
主
が
め

h
、
そ
の
地
主
は
叉
年
枚
五
百
暗

ω書
記
を
雇
ひ
、
そ

の
書
記
は
市
民
に
年
牧
五
十
時
閣
の
奉
会
人
を
使
用
す
る
ご

す
れ
ば
、
図
民
所
得
を
計
算
す
る
場
合
仁
は
、
こ
れ
等

の
所
得
に
つ
い
て
は
何
れ
を
も
除
去
せ
宇
、
全
部
を
相

加
ふ
可
き
で
あ
る
ピ
言
ふ
意
見
を
越
べ
て
ゐ
る
。
し
か

し
、
め
る
者
は
、
こ
れ
は
二
重
計
算
で
ゐ
る
ご
言
っ
て

反
謝
し
て
ゐ
る
、
が
私
は
、
冨
ω呂
}
】
巴

-
t
同
じ
く
、
同

民
所
得
世
計
算
一
q

る
場
合
に
は
、
凡
ゆ
る
職
業

ω所
得

を
計
算
に
入
れ
る
可
き
で
あ
る
ご
忠
ム
。
郎
も
所
調

， "・4



「
他
に
鞠
じ
行
く
」
所
得
は
、
一
一
重
計
算
を
逃
げ
る
熔
め
き
筈
の
も
の
で
あ
る
か
ど
う
か
、
或
は
一
緒
に
す
可
き

に
除
去
す
る
必
要
は
な
い
o

勿
論
、
他
人
の
施
し
を
受
部
分
大
抵
は
郎
分
的
に
同
一
の
調
査
単
位
を
布
っ
て
ゐ

り

τゐ
る
乞
貨
の
所
得
に
は
除
去
し
な
り
れ
ば
な
ら
な
一
な
い
に
ら
う
か
ど
う
炉
は
疑
問
で
め
る
か
ら
、
期
〈
の

い
が
o

一
如
〈
統
計
材
料
を
一
緒
に
す
れ
ば
、
二
重
計
算
芭
な

上
越

ω
五
の
場
合
に
は
、
二
重
計
算
を
絡
割
に
逃
げ
↑
り
、
不
一
止
磁
な
結
果
を
生
ヒ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
-
喝

な
り
れ
ば
引

ιな
ν
、
何
故
な
ら
ば
そ
れ
は
↓
の
場
合
一
の
助
合
に
は
、

-p震
計
算
を
避
り
る
潟
め
仁
、
あ
る
本

山
「
調
査
地
税
正
し

τの
二
重
計
算
」
ピ
同
じ
〈
、
謀
れ
一
物
的
部
分
大
量
を
除
去
す
可
き
で
な

ν
か
H

ど
う
か
を
快

る
結
駄
を
生
す
る
か
ら
で
あ
る
。
之
に
反
し
て
斗
、
ヨ
一
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
の
る
。
之
に
反
し
て
側

及
び
四
一
の
二
重
計
算
は
、
そ
の
調
査
り
本
質
上
、
そ
れ
一
的
場
合
に
、
多
〈
の
統
計
材
料
を
一
緒
じ
す
れ
ば
、
そ

仁
必
川
町
十
附
随
し
て
起
る
も
の
で
あ
る
。
「
事
件
」
歓
を
一
の
際
に
趨
る
三
重
計
算
h
z
y
」
う
に
か
し
て
把
持
l
又
は

計
算
す
る
な
ら
ば
.
自
然
ど
う
し
て
も
「
人
員
」
が
三
重
一
そ
の
流
皮
を
知
る
唱
が
山
来
な
し
の
で
あ
る
o

に
蚊
へ
ら
れ
る
事
正
な

h
、
ま
た
「
人
民
」
数
字
計
算
f

一

る
な
ら
ば
、
自
然
ど
う
し
て
も
「
多
数
の
人
が
干
興
し
一

一
1
ゐ
る
事
制
」
が
二
重
仁
計
算
古
れ
る
。
戒
は
叉
、
部
一

品
川
的
に
一
致

Lτ
ゐ
る
調
査
単
位
を
有
つ

τぬ
る
多
〈

の
統
計
材
料
を
一
緒
仁
合
せ
る
場
合
に
も
、
一
一
週
計
算

ω危
険
は
明
ら
か
に
存
在
4
る
。

L
h
r
L乍
ら
慣
に
於

て
も
、
『
雄
々
多
〈
の
統
計
材
料
を
一
拙
間
に
合
せ
る
輔
が

め
る
が
、
し
か

L
そ
れ
等
山
一
統
計
材
料
は
、
理
解
せ
ん

さ
す
る
現
象

ω
経
済
的
性
質
か
ら
見
て
、
一
緒
に
す
可

制
行
法
・
と
時
掴
似
行
の
質
本
金

雑

E量
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